
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の概要】 

 人の生活圏へのツキノワグマの大量出没に伴う大量捕

獲（駆除）が、山のツキノワグマ（以下、クマ）の年齢

構成にどのように影響するかを調べました。 

 メスを対象に、捕獲されたクマの年齢と捕獲年の情報

をもとに、山に生息するクマの年齢構成を過去 17 年に

わたって復元しました。 

 越後三国地域のメスグマについて 17 年間のデータを

解析した結果、個体群増加率（生息数が毎年どれだけ増

減するかを示す値）は 0.98 であり、個体数に増加は見

られませんでした（図１）。 

 一方で、繁殖を担う 7 歳以上のメスグマは減少し、若

い個体の割合が増加していました（図２）。 

 この結果は、クマの適切な保全管理を行うための基礎

情報として、どのような年齢のメスがどれくらいいる

かという個体群構造を継続的に把握することの重要性

を示しています。 

 

【研究の意義】 

本研究では、個体数だけをモニタリングした場合には見

落としてしまう、子育て世代の減少が明らかとなりました。

個体数が大きく変化せずとも、繁殖を担う高年齢のメスが

減少すれば、その後の個体群の動向に影響する可能性があ

ります。そのため、個体数に加え、個体群におけるメスの
年齢構成が今後の増減を見通す手がかりとして個体群構造
を継続的に把握することが重要です。 

越後三国ではメスグマの総数に変化はありませんが、高い捕獲圧が継続されると、個体群増加率が現在よ

り低下する可能性が示唆されました。 
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 図１ 推定されたメスの個体群サイズの変化 

 図２ メスのツキノワグマの年齢構成 
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